
内田さんの話

父親の母親へのDVにより、母親を内田さんは母親の

実家へ。しかし長く居ることができず、生活保護を

受け二人暮らしになった。

中学生の時はいじめを受け不登校。さらに母への反

抗も重なった。中2になって学習支援教室に通う。

高校生になって、課外活動等で帰宅が遅くなり、母

との関係希薄になった。さらに母の精神疾患が悪化

し家事をしながらの生活になった。

自分の人生目標(学校の先生になる)を持っていたので

大学進学を目指し、学習支援教室には通った。

奨学金の申請をして大学受験をし合格した。

しかし、それがゴールではなかった。入学準備金の

用意ができず、補助制度もなかった。そこでラッキ

ーなことに高校卒業目前、積立していたお金の返金

35,000円とバイト代で7～8万円のお金が手元に来た。

引越しは高校の担任に支援してもらったり、身近な

人の手を借りることができた。(大学進学すると生活

保護は受けられなくなる)

現在は学習支援教室でボランティアとして教えている。

経済的な補助だけでは上手くいかない。手を差し伸べてくれる人たちが必要。

お金がないだけが貧困ではない。支えてくれた関係性を持つ人たちがいることが重要。

それには、気軽に相談できる頼れる大人が身近にいることだ。また子ども食堂の存在も知らなければ利用で

きない。民間と行政の連携を密にして周知することも必要。

清原地区に子どもの居場所「アットホームきよはら」が9月に開設になる。

月の家に次ぐ2番目の子どもの居場所になる。送迎・学習支援・入浴のある支援。対象となるネグレクト家

庭、ひとり親家庭の子どもたちが、内田さんが感じたように信頼できる大人の存在に触れ、将来への夢や希

望を持ち、当たり前の日常生活が送れることを信じている。

山田みやこの活動報告

平成30年9月1日(土)

こどもSUNSUNプロジェクト 子どもの居場所(宇都宮東部地区)スタート記念

逆境を乗り越える“折れない心”を育てる～現役宇大生内田くんの半生に学ぶ～に参加した

清原地区子どもの貧困撃退円卓会議発足記念をして行われた


